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 2019年度 事業報告書 

2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日まで 

特定非営利活動法人日本スポーツボランティアネットワーク 

 

１ 事業の成果 

2019 年度は、ラグビーワールドカップの開催（9～11 月）、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競

技大会に向けたボランティア研修（10 月～）など、大規模国際大会を通じて、スポーツボランティア

に対する国民の関心が高まる 1 年であった。こうした中で、当会は、スポーツボランティアの意義を

広く世の中に伝え、その活動の活性化を図る取り組みを推進した。 

 

ラグビーワールドカップ 2019 では、ボランティア共通研修への教材提供・講師派遣（2018 年度）

に続き、1 万 3 千人のボランティアのまとめ役となるボランティアリーダーの育成に全面的に協力し

た。具体的には、リーダー養成のための研修「リーダートレーニング」へのプログラム提供、全国 12

会場で開催された研修会への講師派遣を行い、1,590 名のリーダーの養成に直接関与した。大会

期間中、ボランティアは「おもてなし」の精神を存分に発揮し、その活躍が高く評価されたが、当会は

こうしたボランティアの成果の創出に貢献したといえる。 

東京 2020 大会では、2018 年度に引き続き、当会が育成したボランティアが、フィールドキャスト

（大会ボランティア）のオリエンテーションの面談員や事務局スタッフとして活動した。さらに、8 万人

のボランティア全員が受講する共通研修会の講師（ファシリテーター）に、当会の講師等 23 名を派

遣し、スポーツボランティアのやりがいや心構えを幅広く伝えた。こうした取り組みを通じて、オリンピ

ック・パラリンピックで活動するボランティアのモチベーションを高める役割を担うことができた。 

 大規模大会で活躍したボランティアの、その後の活動の受け皿づくりにも着手している。12 月に

（公財）日本スポーツ協会と、1 月に（一財）東京マラソン財団と連携協定（いずれも笹川スポーツ財

団との 3 者連携）を結び、競技団体や地方自治体等が主催する大会で、ボランティアが魅力を感じ

る活動機会を創出するための体制づくりを進めた。 

 当会の活動の基盤となるネットワークの拡充も堅調である。正会員・賛助会員の数は 89 で、年度

当初の目標（80）を上回った。また、ウェブサイト「スポボラ.net」上のシステムを活用し、スポーツボラ

ンティアを募集するイベント等の主催者と、スポーツボランティア活動への参加を希望する個人をつ

なぐコーディネート事業の数は 346 件となり、年度目標の 130 件の倍以上となった。 

 

総じて、当会の中期目標「日本スポーツボランティアネットワークのプレゼンス（存在感）の向上」の

達成に向けて、着実に前進した１年となった。 
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 ２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事業内容
実施
日時

実施
場所

従事者の
人数

受益対象者の範囲及び予定人数
支出額
（千円）

会員拡充 通年 全国 8名
正会員（団体）51、（個人）11
賛助会員1（団体）15
賛助会員2（団体）12

267

会員団体による
情報発信および
情報管理

通年
インター

ネット
8名 ホームページを活用した会員団体の普及・啓発 0

コーディネート事業
(スポーツボランティ
ア紹介)

通年 全国 8名 346事業 0

スポーツボラン
ティア養成プログ
ラムの実施（共催
事業含）

通年 全国 8名

スポーツボランティア研修会 81回 計5,012名
リーダー養成研修会 24回 計726名
上級リーダー養成研修会 2回 計43名
スキルアップ研修会 1回 計16名
ライセンス更新講習会 5回 計223名
                     合計 113回 6,020名（延べ）

8,264

公開講座の開催 1～3月 東京都 8名 3回　計126名 534

スポーツボラン
ティアサミットの開
催

3月 東京都 8名 新型コロナウイルス感染拡大のため中止 111

大規模スポーツイ
ベントへの協力

通年 全国 38名

2019年ラグビーワールドカップ
　・ボランティアリーダー研修　47回 計1,590名
2020年東京オリンピック・パラリンピック
　共通研修会への講師の派遣：
　　フィールドキャスト23名　58回
　　シティキャスト23名　47回

3,332

事務局の強化 通年 東京都等 18名 事業遂行に係るスタッフの配置 9,973

広報活動
ｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに
関する情報発信

通年
インター

ネット
8名

ホームページ（スポボラ.net）
  ・募集情報、各種研修会の開催案内等

5,761

講演
外部からの依頼
に対する情報提
供

通年 全国 31名 42件 0

28,242

スポーツボ
ランティア

に関する普
及･啓発

スポーツボ
ランティア

に対する各
種講習会
の開催


